
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

コミセンおはなし広場 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   朗読や、ことばあそび等に親しみ、おはなしや朗読を聞く楽しみ

を発見する機会とする。 

○ 期    間  原則第１土曜日 

平成３１年４月６日～令和２年２月１日（計８回） 

○ 時    間  午前１０時～１０時３０分(計４時間) 

○ 対    象  市内在住の幼児と保護者及び小学生 

○ 参  加  者  延べ参加者 ５６人 

○ 講    師  赤いりんご朗読会  

○ 事 業 内 容  手遊び、絵本、紙芝居など 

○ ま と め  

昨年度まで平日の学校が終わった時間に実施していたが、ココフレンドや習い事

等が増えてきたためか、年々参加者が減り、低年齢化する傾向が見られた。そのた

め今年度からファミリーでの参加を狙い、土曜日の午前中に実施してみた。 

読み聞かせボランティアの「赤いりんご朗読会」の皆さんが、季節感を盛り込ん

だテーマの絵本や紙芝居を選んでくれたので、毎回楽しみにしてくれる親子も増え、

昨年度を上回る参加があった。リピーターがつきはじめていたので、３月の最終回

が新型コロナウィルスの感染拡大防止のため中止となり残念だった。来年度も引き

続き土曜日で開催していくこととなった。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

コミセンおはなし広場なつのスペシャル 

～ちょっと恐いおはなし会～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   毎月開催しているコミセンおはなし広場の夏の特別講座として、

その内容を充実させ、子ども達に朗読やことば遊びに親しみ、おは

なしや朗読を聞く楽しみを発見する機会とする。 

○ 期 間  令和元年７月２０日（土） 

○ 時 間  午前１０時３０分～１１時３０分（計１時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住の小学生・５０人 

○ 参 加 者  １５人 

○ 講    師  赤いりんご朗読会 

○ 事 業 内 容  手袋人形「ろくろっくびのたんじょうび」、絵本「ばけものづかい」、

「おぶさりてぃ」、紙芝居「いったんもめん」、ことばあそび「かぞ

えうた」、人形劇「くわずにょうぼう」 

○ ま と め 

  小学校の終業式の午後に開催していた事業を、昨年度から夏休み初日の土曜日に変

更して実施しているが、終業式の午後に実施していた頃より参加者が減少・低年齢化

している。しかし、土曜日実施の場合、以前は参加のなかった父親を含めたファミリ

ーで参加する姿が見られ、その点は良かった。 

  今回も絵本の読聞かせ、紙芝居、手袋人形、ことばあそび、人形劇等、バラエティ

－に富んだ内容で実施していただいた。幼児から小学校低学年まで幅広い年代層だっ

たので、絵本や紙芝居は幼児には難しい内容だったようだが、人形劇はどの年齢の子

も楽しそうに手拍子したりしながら見ていた。 

  今後は開催する曜日・時間及び広報のやり方を検討していきたい。 
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コミセンおはなし広場スペシャル 

～クリスマスのおはなし会～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   毎月開催しているコミセンおはなし広場のクリスマスの特別講

座として、その内容を充実させ、子ども達に朗読やことば遊びに親

しみ、おはなしや朗読を聞く楽しみを発見する機会とする。 

○ 期 間  令和元年１２月２１日（土） 

○ 時 間  午前１０時３０分～１１時３０分（計１時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住の小学生及び幼児とその保護者・５０人 

○ 参 加 者  ４６人 

○ 講    師  赤いりんご朗読会 

○ 事 業 内 容  てあそび「もうすぐクリスマス」、絵本「おおきいサンタちいさい

サンタ」、絵本「ねずみさんちのはじめてのクリスマス」、パネルシ

アター「ぐりとぐらのおきゃくさま」、ことばあそび「クリスマスを

たのしみにしている女の子」、影絵「あおくんときいろちゃん」、ブ

ラックライトパネルシアター「赤鼻のトナカイ」「ジングルベル」他 

○ ま と め 

当館で毎月読み聞かせのボランティアを行っている「赤いりんご朗読会」の毎年恒

例のクリスマスのおはなし会を行った。これまで人形劇が多かったが、今年は色の三

原則をわかりやすく学べる「あおくんときいろちゃん」という影絵を行った。 

  他にも手遊びやことばあそび、光るブラックライトパネルシアター等多彩なプログ

ラムを実施していただいた。乳幼児から小学生まで幅広い年齢の子どもが参加したの

で、その年齢によって楽しめる内容が異なっていたが、最後のクリスマスソングを全

員で歌うコーナーでは、それぞれタンバリン等の楽器を手に楽しそうに参加していた。 

  以前は小学校の終業式に開催していた 

時は小学生が多かったが、土曜日に開催 

するようになってから、普段参加の少ない 

お父さんや乳幼児を含めたファミリーでの 

参加が増えている。 
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やさしい子ども囲碁入門教室 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   夏休み期間に小・中学生が日本の伝統的なゲーム、囲碁に親しむ

機会を設ける。「ふれあいサロン～囲碁・将棋を楽しむ会～」のボ

ランティア講師が指導を行い、継続的に学びたい参加者に紹介する。 

○ 期 間  令和元年７月２７日（土） 

○ 時 間  午前１０時～正午（２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在学の小・中学生と保護者 １０人 

○ 参 加 者  ２人 

○ 講 師  ボランティア指導員 

○ 事 業 内 容  囲碁の基本のルールを学ぶ。 

○ ま と め 

  地域の子ども達に７世紀頃からの古い歴史を持つ囲碁の魅力を知ってもらうとと

もに、昨年度から実施している「ふれあいサロン～囲碁・将棋を楽しむ会～」の活性

化を図ることを目的として実施した。 

  講師は「ふれあいサロン～囲碁・将棋を楽しむ会～」のボランティア指導員２名に

お願いした。 

  近隣の小学校等にチラシを配布して周知を図ったが、囲碁は難しいイメージがある

のか応募者が少なく残念だった。 

はじめに基本的なルールを説明した後、初心者に適した九路盤を使用し、実際に打

ってみた。マンツーマンで丁寧に指導していただいたので、子ども達は熱心に取り組

んでいた。 

最後に家でも練習できるように手作りの紙製の九路盤をプレゼントし、「囲碁・将

棋を楽しむ会」の事も紹介した。今後も日本の伝統的な文化である囲碁や将棋につい

て、理解を深める機会を設けていきたい。 
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おばけ屋敷へようこそ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   小学生を主な対象として、子どもが想像力・企画力を養うととも

に、学校の枠組を超えた地域交流を図る。 

○ 期 間  令和元年８月３日（土）         

○ 時 間  午後２時～４時（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ５０人                     

○ 参 加 者  １０１人 

○ 講 師  おはなしカスタネット 

○ 協 力  十文字学園女子大学人間生活学部児童教育学科星野ゼミ 

○ 事 業 内 容   小学生におばけ役として参加してもらい、館内の研修室におば

け屋敷を製作する。 

○ ま と め 

今年は小学生を対象に直接おばけ役を募集したところ、８人（「内訳」学年別：１年

２人、３年２人、４年２人、５年２人 男女別：男子６人、女子２人）の応募があった。 

また、今年度は社会貢献事業として、十文字学園女子大学星野ゼミの皆さんが講座に

協力してもらえることになった。「おはなしカスタネット」と、十文字学園女子大学の

星野教授及び星野ゼミの学生が事務局職員を交えて２回企画会議を行い、色々なアイデ

ィアを出し合いながら内容を詰めていった。当日はおはなしカスタネットの皆さんが、

おばけ役の小学生におばけ屋敷の設定について丁寧に説明し、演技指導してもらった後、

リハーサルを行った。子ども１人に１人ずつ十文字学園女子大学の学生がついてやさし

く指導しながら、一緒におばけ役をやってもらった。子ども達はとても楽しそうに元気

におばけ役を演じていた。最後は記念品を授与し、講評を行ったが、「とても楽しかっ

た」という感想が多く聞かれた。大人や大学生と一緒にスタッフとして参加することは、

子ども達にとっても良い経験となったと思われる。おはなしカスタネットや十文字学園

女子大学の皆さんに、数ヶ月前から本格的な大道具や仕掛けを作成していただき、前日

の準備にも時間をかけていただいたおかげで、昨年度を上回る多くの地域の方に参加し

てもらうことができた。かなり本格的だったので小さい子の中には怖くて泣いてしまう

子もいたが、ほとんどの子どもは「面白かった。またやりたい」と言ってくれた。家族

のふれあいや地域交流の場としても、夏休みの楽しい思い出となったようだ。 
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子ども陶芸教室 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   作品を作り上げることによって物作りの楽しさを学ぶ。 

○ 期 間  令和元年７月２４日（水）・７月３１日（水）（全２回） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計４時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住の小学生３～６年生・１６人 

○ 参 加 者  １６人 参加延べ人数３１人 

○ 参 加 費    １，２００円（材料代） 

○ 講    師  陶芸家  木本 康太郞 

○ 事 業 内 容  小学３～６年生を対象に手びねりでオリジナルマグカップと中皿 

        を作る。完成品は夏休み中に引き渡す。 

○ ま と め 

  夏休みに子ども講座として人気の高い陶芸教室を企画した。やはり受付初日に定

員満了となる人気だった。 

２回講座とし、じっくり取り組める時間を設定した。 

１回目は、マグカップを成形してからカラー粘土で柄入れをし、底をつけた。 

２回目は、マグカップに取っ手を付けて完成させ、もう１点の中皿にカラー粘土

で柄入れをし成形して完成させた。 

各ポイントごとに講師がデモンストレーションして見せてから、子ども達は製作

に取り掛かった。物作りはどうしても個人差があり、早く終わる子、ゆっくりの子

といろいろで、時間の調整が難しいと感じた。みんなそれぞれに工夫を凝らして、

素敵で可愛いマグカップと中皿が出来上がった。 

最後に陶芸は楽しかったかを聞いたところ、全員が手を挙げてくれた。 

思い出とともにカップとお皿も大切にしてほしいと思う。作品は本焼きして８／

２０以降の引き渡しとした。 
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わかば学級 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   育児は多忙を極めるが、時には子どもと離れ、多彩なプログラム 

でリラックスして、楽しみながら学び、子育ての仲間づくりをめざ 

す。 

○ 期 間  令和元年９月２６日～１０月３１日までの毎週木曜日（計６回） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計１２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員   市内在住の２歳～就学前までの幼児と保護者・２０組 

○ 参 加 者  １７組 参加延べ人数８３人 

○ 保    育    １７人   

○ 参  加  費  実習材料費 １,４５０円 

○ 事 業 内 容 

回 月 日（曜日） 内      容 講 師 等 

１ ９月 ２６日（木） 体操教室 
体操講師 

中山 貴子 

２ １０月  ３日（木） 紙バンドのかご作り教室 
クラフトバンド認定講師 

奥村 ひろ美 

３ １０月 １０日（木） 救命救急教室 
新座消防署片山分署 

３名 

４ １０月 １７日（木） 料理教室 
サークル講師 

前田 純子 

５ １０月 ２４日（木） 紅茶教室 
シニアティインストラクター 

安田 弘美 

６ １０月 ３１日（木） 
大人の読み聞かせ＆ハロウィ

ンパーティー 

おはなしカスタネット 

代表 新保 藤子 

○ ま と め 

 今年の「わかば学級」は集客に苦慮した。５月の「企画準備会」で立案してから早々

にミニチラシを作成し、勧誘を始めた。はじめはいい感触を得たが、実際には申込みが

なく残念に思った。皆さんの呼びかけのご協力で１７組となり、スタートを切った。 

 今年もバラエティーに富んだ楽しい内容で、生活にも役立つ講座を企画した。保育サ

ポーターさんが安全を第一に丁寧に子ども達をみてくれたおかげで、子ども達は怪我も

なく楽しく遊べ、お母さん達も安心して講座を受けられリフレッシュできたと思う。ア

ンケートからも「親も子もとても楽しめた」「いろいろな方と知り合えて友達作りの場

になった」など「わかば学級」の目的が達成できたのではないかと思う。     
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わかば学級企画準備会  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開設の趣旨   ２・３歳児とその保護者のための講座「わかば学級」の学習プロ

グラムを企画する。 

○ 期 間  令和元年５月１６日・５月２３日の木曜日（計２回） 

○ 時 間  ５月１６日 午後１時３０分～３時３０分 

       ５月２３日 午後１時３０分～４時（計４時間３０分） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方  ５人 

○ 参 加 者  ６人 参加延べ人数１１人 

○ 事 業 内 容   

回 月 日（曜日） 内      容 

１ ５月１６日（木） 

 

顔合わせ・日程・回数・内容 

２    ５月２３日（木） 講師選出・内容確認 

○ ま と め  

今年も参加者を広報等で募集したが申込がなかったので、保育サポーターさんと昨

年わかば学級に参加してくれた保護者の方に声掛けしてご参加いただいた。 

内容は昨年の講座の感想を参考にして、今お母さん達がどんな事に興味があるかな

ど話し合った。やはり身体を動かす運動系や料理、手芸等が人気のようである。そし

て、今年も子育てに必須の救命救急講座を入れることにした。 

飯能にオープンしたムーミンのテーマパークの人気もあり、ムーミンの世界観を学

ぶ講座をご提案いただいたが、講師獲得ができず、今回は見送ることになった。それ

に代わり、女性に人気の高い紅茶を学んで楽しむ講座を企画した。 

今年度のわかば学級は、１回目体操教室、２回目紙バンドのかご作り教室、３回目

救命救急教室、４回目料理教室、５回目紅茶教室、６回目大人の読み聞かせ＆ハロウ

ィンパーティの６回で開催することとなった。お母さんたちに、子育てをちょっとは

なれて自分のための時間を楽しんでリフレッシュしていただきたいと思う。 

    

－２１－⑧ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

フラワーアレンジメント講座 

～ソープの香りのするフラワーアレンジメント～  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○  開 設 の 趣 旨   一年を通して飾れる造花に香りのするソープフラワーを加えて、        

目で楽しみ香りで楽しむフラワーアレンジメントを企画する。 

○ 期    間   令和元年５月２４日（金） 

○ 時    間  午前１０時～正午（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方・１５人 

○ 参  加  者  １６人  

○ 保    育  ２人 

○ 講    師  フローリスト/ラッピングコーディネーター 西住 加奈 

○ 参  加  費  材料費２,０００円 

○ 事 業 内 容  講師が作り方をひと通り説明してから、各自材料を選んでもらい、

作業手順にそって製作する。 

○ ま と め 

   人気の高いフラワーアレンジメント講座を保育付きで企画した。ボランティアバ

ンクに登録している方に講師を依頼した。今回は水やりの必要もなく、花粉アレル

ギーの心配もない、またアレンジすれば一年中楽しめる造花のアレンジメントにし

た。そこにいい香りのするソープフラワーを添えて、生花のような雰囲気を楽しん

でもらうことにした。 

講座は講師が作業の流れを説明した後、参加者が好きな花のパーツを選んで各自

製作に入った。好きな花、色、パーツを選ぶのに時間がかかった方もいて、完成時

間がまちまちであった。 

みんなそれぞれの個性が出て、素敵な作品に仕上がった。 

アンケートでも「難しかったがとても楽しかった」「講師がとても丁寧に教えて

くれてよかった」と好評であったが、一方で「時間が足りなかった」というご意見

も多く、時間設定、配分をもう少し考える必要があると思われる。 

暮らしに彩りを添えていただけたことと思う。 

                             

                              

 

－２１－⑨ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 はじめてのパステル＆水彩色鉛筆画講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   パステル＆水彩色鉛筆の使い方を基本から学び、絵を描くことに

より、芸術に親しみ、自己表現をする方法を習得する。 

○ 期 間  令和元年６月１８日～７月９日 毎週火曜日 計４回 

○ 時 間  午後１時～３時（計８時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 １５人 

○ 参 加 者  ２０人 参加延べ人数６９人 

○ 参 加 費  ４００円（画材購入希望の場合） 

○ 講 師  美術家 森 志らべ 

○ 事 業 内 容   

回 月 日（曜日） 内  容 

１ ６月１８日（火） 
オリエンテーリング、パステルを知る（ソフトの特徴）、

水彩色鉛筆画を試す 

２ ６月２５日（火） 画像を観て描く（デモンストレーションを真似る） 

３ ７月 ２日（火） 課題製作 

４ ７月 ９日（火） 合評会 

 

○ ま と め 

  申込みが好評だったので、講師に相談し、定員枠を拡大し、２０名まで受け入れた

が、その後も問い合せが続いた。 

毎回、講師から画材の特徴や使い方について、デモンストレーションをしながら丁

寧に説明していただいた。参加者はパステルや水彩色鉛筆にはじめて触れる方が多く、

熱心に見入っていた。通常よく使う水彩絵の具等とはまた違う使い方に驚いた方が多

かったようだった。しかし、講師が巧みな話術でアイスブレイクしながら講義を進め

てくださったので、参加者は皆楽しみながら個性的な作品を仕上げていた。 

また、美術史等の講義もあり、日本や世界の美術に対する理解が深まった。 

３回目の課題製作終了後、４回目の合評会までロビーで１週間作品展を実施した。 

全回終了後、継続学習を希望する方が５名以上いたので、後日サークル化に向けた

話し合いを行った結果、サークルとして継続学習して 

いくこととなった。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

育てる！味わう！ハーブと 

 グリーンカーテンの楽しみ！ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   ハーブやグリーンカーテンの栽培・収穫などについて学び、環境

対策について考える。 

○ 期 間  令和元年６月２０日（木） 

○ 時 間  午後２時～４時（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ２０人 

○ 参 加 者  ２３人 

○ 講 師  園芸家 外山たら、ハーブ研究家 外山ミチコ 

環境まちづくり地域協議会ｉｎにいざ代表 櫻博子・荻原洋志 

○ 事 業 内 容  Ｃｏ₂削減等環境問題について知り、緑のカーテンを作る方法を学

び、ゴーヤの苗を配布する。また、ハーブの栽培方法や楽しみ方等

を学び、フレッシュハーブティーの試飲を行なう。 

○ ま と め 

幅広く地域の方に環境問題に関心を持ってもらうことを目的に、昨年度からグリ

ーンカーテンの講座にハーブの栽培や楽しみ方等も加えて実施しているが、今年度

も定員を超える応募があった。 

前半はテレビの人気園芸番組の講師等で活躍されている外山たら先生＆ミチコ先

生に、世界の園芸植物・野菜・ハーブの原産地別栽培方法や楽しみ方について説明い

ただき、実際にフレッシュハーブティーの試飲も行なった。後半は環境まちづくり地

域協議会 in にいざの皆さんから、具体的なグリーンカーテンの作り方や、緑が環境

に与える効果等について説明していただいた。 

参加者からは、「ハーブ、ゴーヤ、頑張って育てます!」「知らないことを教えてい

ただいてためになりました」等の感想が多数上がっていた。最後にはゴーヤの苗を配

布したところ、参加者は「しっかり世話をして育てたいと思います」と張り切って持

ち帰っていた。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

歴史講座～戦国武将 明智光秀と徳川家康～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   激動の時代、同時期を生きた２人の戦国武将の人物像を知ること

により、自国の歴史について理解を深める。 

○ 期 間  令和元年７月４日（木） 

○ 時 間  午後２時～４時（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ４０人 

○ 参 加 者  ３９人 

○ 講 師  読売・日本テレビ文化センター講師 鈴木 貞夫 

○ 事 業 内 容  戦国武将 明智光秀と徳川家康 

○ ま と め 

令和２年度の大河ドラマの主人公である明智光秀と、同時代に活躍した徳川家康、

２人の戦国武将の人物像等を学ぶ講座を開催した。 

  数日で参加申込みが定員を上回ったため、講師と相談のうえ、定員枠を増やして実

施した。 

  歴史上の人物は時代によって評価やとらえ方が変わること、通説とはまた違った見

方があることを説明していただき、意外と知られていない光秀と家康の関係、謎の多

い明智光秀の人生等について、豊富なエピソードを交えてお話していただいた。 

  参加者からは「明智光秀の人物像に触れて、光秀に対する評価が変わった」「歴史

の片方の見方が知られて良かった。来年の大河ドラマが楽しみです」等の感想が寄せ

られ、次回の開催を望む声があがっていた。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

歴史講座～江戸幕府の旗本たち～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   現代社会のルーツである江戸時代の旗本たちの勤務内容や財政

状況等を学ぶことによって、自国の歴史について理解を深める。 

○ 期 間  令和元年８月２９日（木） 

○ 時 間  午後２時～３時３０分（計１．５時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ４０人 

○ 参 加 者  ３７人 

○ 講 師  東洋大学教授 白川部 達夫 

○ 共    催  東洋大学講師派遣事業 

○ 事 業 内 容   江戸幕府の旗本たちがどのような存在だったのか、軍隊での位     

置、江戸城での勤務や昇進、領地の支配、江戸屋敷の生活等 

○ ま と め 

昨年度大変好評だったので、引き続き東洋大学講師派遣事業の協力を得て、日本近世

史を学ぶ講座を開催した。今回も応募受付開始から半日で定員満了となった。歴史講

座は普段参加の少ない男性からの申込みが多いが、今回も男性の割合が多かった。 

講義では具体的な事例をあげてわかりやすくお話いただいたので、参加者からは「リ

アルな旗本像が分かり、楽しくためになった」という声が聞かれ好評だった。しかし、

講義時間が一時間半では物足りないと感じた方もいて、質問時間ももっと欲しかった

という意見が聞かれた。 

今後も歴史講座を開催してほしいという要望が多く寄せられているので、開催につい

て検討していきたい。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

やさしい英会話 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   オリンピック・パラリンピックの開催に備えて、挨拶や道案内な

ど簡単な日常英会話を学びながら、異文化について理解を深める。 

○ 期 間  令和元年８月３０日～９月２０日までの毎週金曜日（計４回） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計８時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方 １５人 

○ 参 加 者  １５人 参加延べ人数５１人 

○ 講    師  Donna
ド ナ

 Lewis
ル イ ス

 

○ 事 業 内 容 

回  月 日（曜日） 内      容 

１   ８月 ３０日（金） 
講師の自己紹介（家族、仕事、趣味など） 

グループに分かれて質問しあう 早口言葉  

２ ９月  ６日（金） 

ゲーム形式で自己紹介 オリンピックスーパーヒーロー

の話 

切符の買い方、道案内など チョコレート探し 早口言葉 

オリンピック・パラリンピック推進室からのお話 

３ ９月 １３日（金） 
健康と安全について（外国に行って病気になった時など）  

オリンピックスーパーヒーローの話 早口言葉 

４ ９月 ２０日（金） 

ペアになってトーク ２班に分かれて連想ゲーム 

オリンピックスーパーヒーローの話  

英語とどう向き合うか、どのように勉強していけばいいか 

○ ま と め 

  令和２年開催予定の東京２０２０オリンピック・パラリンピックで、新座市も射撃

種目の会場となっており、外国の方とのコミュニケーションに備えて英会話講座を企

画した。講師は当館の図書室を利用していただいている、近くにお住いの方にお願い

した。語学講座はレベルをどこにあわせるかが難しいが、今回は初心者向けの「やさ

しい英会話」とした。申し込みの受付初日にキャンセル待ちまでいっぱいになる程の

人気だった。講座は、講師、受講生全員の自己紹介から始まり、みんなのコミュニケ

ーションを図った。オリンピック・パラリンピックのスーパーヒーローの話や、外国

の方に尋ねられた時の電車の乗り換え方、切符の購入方法等も学ぶ。ゲーム形式を多

く取り入れ、楽しみながら学ぶことができた。グループトークでも大いに盛り上がっ

た。終始笑いに包まれ、和やかな講座になった。いいムードの中、多くの希望者もあ

りサークル化となった。 

－２１－⑭ 

 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

秋の歴史散歩～片山郷を歩く～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   片山地区周辺の名所・旧跡を歩きながら歴史について学ぶ。 

○ 期 間  令和元年１０月２６日（土） 

○ 時 間  午前９時３０分～正午（計２．５ 時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方・２０人 

○ 参 加 者  ２０人 

○ 講    師  元市学芸員 斯波 治 

○ 事 業 内 容   中央公民館に集合し、片山地区周辺の旧跡を歩きながら学ぶ。 

  【当日順路】中央公民館→法台寺→片山氷川神社→馬頭観音→蓮光

寺→稲荷会館→歴史民俗資料館 

○ ま と め 

地元の歴史を地域の方に知ってもらうことを目的として、毎年テーマを変えて開

催している講座だが、今年は来月開催する「年の輪学級」で「法台寺と増上寺」に

ついて取り上げることから、内容を連携させ、法台寺を含めた片山周辺の名所・旧

跡について学ぶ内容とした。 

過去の黒目川の流れに沿った旧道の位置等、歴史と地理について、実際に現地を

歩きながら学んだ。 

講師が興味をひくお話を丁寧にわかりやすくしていただいたので、参加者は地元

の歴史についてさらに学びたいと思った方が多かったようだ。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  クリスマスのスイーツ講座 

～ドームケーキ＆パンのクリスマスリース作り～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   季節の行事にちなんだメニューの調理実習を行い、手作りの楽し

さや大切さについて学ぶ。また、保育付きで実施することにより、

子育て世代の地域参加を促進するとともに、幅広い年代層の参加を

図る。 

○ 期 間  令和元年１２月１２日（木） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 １６人 

○ 参 加 者  １６人 

○ 保 育  ２人 

○ 参 加 費  ５００円（材料代） 

○ 講 師  サークル講師 前田 純子 

○ 事 業 内 容  スポンジケーキを応用したドームケーキとパン生地のクリスマス            

リース作り 

○ まとめ 

調理実習の講座は人気があり、今回も募集開始初日に定員満了となり、その後も問

合せが相次いだ。 

保育は希望者が２名、キャンセル待ちも４名いて、子育て世代からの応募も多かっ

た。講師が積極的に参加者に話しかけてくれ、会話の弾む楽しい雰囲気の中、短時間

で手間をかけずに作れるスポンジケーキとパンの作り方を指導してもらった。 

参加者から「簡単なレシピで手早く作るコツを教えてくださり、大変楽しかったで

す」「子どもと作りたい!」等の感想が寄せられた。 

地域でのコミュニケーションを図りながら、手作りの楽しさを学ぶ良き機会となっ

たようだ。 

 

 

 

 

 

－２１－⑯ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

国際理解講座①～北欧の世界遺産を巡る～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   新座市の友好都市であるフィンランドを含めた北欧の世界遺産

を取り上げ、その国の歴史や文化について学び、異文化に対する理

解を深める。 

○ 期 間  令和２年２月２０日（木） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ４０人 

○ 参 加 者  ３９人 

○ 講 師  ＮＰＯ法人世界遺産アカデミー研究員 本田 陽子 

○ 事 業 内 容   北欧（フィンランド、ノルウェー、デンマーク、スウェーデ        

ン）の世界遺産を巡る。 

○ ま と め 

申し込み開始３日で定員満了となり、その後も問合せが続いた。 

参加者は１/３が男性で、歴史や異文化に対する男性の関心の高さが伺えた。 

講師はユネスコの世界遺産の啓蒙活動を通して社会貢献することを目的に活動して

いるＮＰＯ法人世界遺産アカデミーの研究員である本田陽子氏にお願いした。 

まず、世界遺産の基礎知識や定義について説明を

受けてから、北欧の概要や歴史、国同士の関係等

について理解したうえで、北欧四か国の世界遺産

について学んでいった。 

参加者からは「講師の講義がわかりやすく大変勉

強になった」「北欧全般の事がわかった。世界遺産

の概念がわかり、世界遺産を見る時に役に立つと

思う」という声が多くあがっていた。「他の地域の

文化や世界遺産についても学んでみたい」という

声が上がっているので検討していきたい。 

 

 

 

 

－２１－⑰ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

みるく広場 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   ０歳児を対象に、子育てのヒントを得たり、親子の仲間作りをめ

ざし、地域の子育てを考える。 

○ 期    間  令和元年５月１５日～令和２年２月１９日の第３水曜日 

（計９回） 

○ 時    間  午前１０時～１１時３０分（計１３．５時間） 

○ 対    象  市内在住の生後１ヶ月位からハイハイまでの乳幼児と保護者 

２０組 

○ 参  加  者  ２７組５５人 参加延べ人数６５組 １３１人 

○ 講    師  ＮＰＯ法人新座子育てネットワーク 

○ 事 業 内 容 

回 月   日 人数 内容 

１ ５月１５日（水） ８組 

*親子遊び（①抱っこして②「となりのト 

トロ」にあわせて行進③手遊び「ららら 

・ぞうきん」「いっぽんばし」） 

*自己紹介 

*グループに分かれてフリートーキング 

*絵本の読みきかせ 

 

☆１２月はクリスマス会（お茶を囲んで 

 フリートーキング） 

                   

２ ６月１９日（水） ４組 

３ ７月１７日（水） ８組 

４ ９月１８日（水） １０組 

５ １０月１６日（水） ５組 

６ １１月２０日（水） ７組 

７ １２月１８日（水） １１組 

８ １月１５日（水） ５組 

９ ２月１９日（水）  ７組 

○ ま と め 

みるく広場はリピーターの方も多く、毎回楽しみに来てくださっているようだ。

子育ての悩みを話したり、情報を交換したり交流を深めている。３月のみるく広場

は、新型コロナウィルスの感染症の拡大防止のため中止となった。これからも、出

会いの場、仲間作りの場、情報交換の場としての役割を担っていきたい。 

      

      

               

 

－２１－⑱ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

サークル活動支援事業～ちょっと気軽にサークル体験～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   社会教育関係団体の活動支援を目的として、当館で活躍している

団体と連携し、公開体験会を実施する。 

○ 期 間  令和元年９月６日（金）・７日（土）、(計２回) 

○ 時 間  午前１０時～午後５時（計１４時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 ５０人 

○ 参 加 者  参加延べ人数４３人 

○ 事 業 内 容   

６日(金）  源氏物語の会、ケーナサークル、林彩会、モハラフラ、 

ヨガサークルプリヤ、新堀太極拳サークル、硬筆・習字サークル、 

ゆびぶえ倶楽部 

 ７日(土)  西堀・新堀インディアカ、コール・リーベ、わらべ会、萩の会、 

ギターサークルフェリース、モハラフラ、TSUZUMI ダンスチーム、陶彩   

○ ま と め 

構成員の減少によるサークルの解散が多くなっている現状を考慮し、地域の方に

気軽にサークル活動を体験・見学してもらう機会を設けた。今年度はじめて実施し

たので、参加団体が集まるか心配だったが、１５団体(当日参加メンバー１０１人) 

から参加希望があった。広報活動及び会場の確保は西堀・新堀コミセンが行い、当

日の運営は各団体が行った。当日は延べ４３人が見学に訪れた。その日の内に加入

があった団体は４団体と少なかったが、持ち帰って検討する方もいたので、一定の

効果はあったようだ。見学者があった団体からは「活動内容を知ってもらえて良か

った」「色々な事を体験できるの 

は楽しい」等の感想が聞かれたが、 

無かった団体からは「ＰＲ方法を 

考えた方が良い」「開催時期をまつ 

りの直後にした方が見学者が集まる 

のでは」といった声も上がっていた 

ので、次回以降、実施時期等につい 

て検討していきたい。 

 

－２１－⑲ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ロビーコンサート 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   昭和６０年１１月１日の西新コミセンの開館記念日にあわせて

サークルが中心となってロビーで演奏し、一般の方達に気軽に音楽

を楽しんでもらう。 

○ 期 間  令和元年１１月９日（土） 

○ 時 間  午後１時３０分～３時３０分（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方・８０人 

○ 参 加 者  １００人 

○ 出 演 団 体  ティンカーベル、コール・リーベ、ギターサークル・フェリース、 

女声コーラス“風”、ケーナサークル、ゆびぶえ倶楽部 

○ プ ロ グ ラ ム（出演順） 

     団体名 演奏曲目 

１ ティンカーベル 

バレエ音楽「くるみ割り人形」より、大きな古時計、見上

げてごらん夜の星を、どんぐりころころ、PARADE OF THE 

TIN SOLDIERS、星に願いを、Carillon 

２ コール・リーベ 

ハローハロー、やさしいうそ、たんぽぽ、里の秋、もみじ

いい声だいい声だ、Dona Nobis Pacem、おやすみ、今日の

日はさようなら 

３ 
ギターサークル 

フェリース 
黒猫のタンゴ、砂山、誓い 

４ 女声コーラス“風” 
冬の星座、ドナドナ、ともしび、アメイジンググレイス、

喜びの歌、モルダウの流れ、わが太陽 

５ ケーナサークル 青い瞳、風とケーナのロマンス、紅葉、ふるさと、花祭り 

６ ゆびぶえ倶楽部 
パプリカ、紅葉、赤とんぼ、少年時代、コンドルは飛んで行

く、遠くへ行きたい、上を向いて歩こう 

○ ま と め  

９回目の今年は洋楽サークルの皆さんにご出演いただいた。昨年度から新たに洋楽サーク

ル２団体が増えたので計６団体となり、今年はゲストをお招きしなかった。 

当日は天候にも恵まれ、たくさんの方にご来場いただいた。 

各サークルさんは、日頃の練習成果を充分に発揮した魅力的な音楽を披露してくれた。 

また、それぞれのサークルさんが、来場者と一緒に楽しめる取り組みを図ってくれたので、

会場の皆さんも一緒に歌ったり参加でき、楽しんでいただけたのではないかと思う。 

 和やかな雰囲気の中、素敵な音楽に包まれてロビーコンサートは幕を閉じた。 

－２１－⑳ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

クリスマスコンサート 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   地域の文化芸術振興のため、本物の楽器の演奏に触れる機会を設

ける。 

○ 期 間  令和元年１２月１日（日） 

○ 時 間  午後２時～３時３０分（１．５時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方・８０人 

○ 参 加 者  ７３人 

○ 講    師  nu-classics ヴァイオリン 大塚野乃子 フルート 市山 ゆう  

         ピアノ 米根 弥恵 

○ 事 業 内 容  ヴァイオリン、フルート、ピアノによる、クラシックの名曲やクリ   

スマスキャロル等の演奏 

○ ま と め 

昨年度、地域の若手音楽家等に出演いただいて開催したオータムコンサートが大

変好評だったので、今年もクラシックをメインとしたコンサートを開催した。昨年

度のヴァイオリンとフルートの演奏にピアノも加わり、クラシックの名曲、クリス

マスキャロル等、多彩な曲を華麗なアンサンブルで演奏していただいた。当日はシ

ニア層から子ども連れのファミリーまで、幅広い年齢層の参加が得られ、演奏に合

わせて一緒に歌ったりして楽しそうな様子が見られた。参加者からは「生演奏を身

近で聞くことができ、大変感動しました」とういう声が多く寄せられた。 

ご年配の方や乳幼児を持つファミリーの中には、都心のコンサートに行くのが難

しい方もいらっしゃるので、身近な場所で生演奏を聞く機会をこれからも設けてい

きたいと思う。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「年の輪学級」公開講座 年の輪寄席  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   日本の伝統芸能を親しみ、落語のもたらす「笑い」から健康を得  

る。 

○ 期 間  令和元年１２月５日（木） 

○ 時 間  午後１時３０分～３時３０分（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  年の輪学級参加者と市内在住又は在勤の方 ３０人 

○ 参 加 者  ５３人 

○ 講    師  三遊亭圓王、三遊亭王宮、三遊亭圓塾、三遊亭王笑、三遊亭女王 

○ 事 業 内 容  真打 三遊亭圓王師匠他、社会人落語家「三遊会」による寄席 

○ ま と め 

毎年出演をお願いしている三遊亭圓王師匠と三遊会の皆さんによる古典落語会を今 

年度も実施した。「年の輪学級参加者」とは別に１１月の広報で参加者を募集したが、

今年度も定員を超える応募があった。しかし、欠席者が多く残念だった。 

この寄席は毎年楽しみにしている方も多く、「是非継続していって欲しい」という感

想が多く寄せられているので、今後も継続していきたい。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

人権研修会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   公民館利用団体代表者を対象に人権について学習する。 

○ 期 間  令和元年１２月７日（土） 

○ 時 間  午後１時３０分～２時（計 ０．５時間） 

○ 対 象  西堀・新堀コミュニティセンター利用団体代表 

○ 参 加 者  ３６人 

○ 事 業 内 容  ＤＶＤ鑑賞 「ほんとの空」 

○ ま と め 

利用者懇談会に合わせて研修会を開催した。 

高齢者や外国人に対する排除、不利益な扱い、同和問題や原発事故に伴う風評被害

の問題をテーマにした「ほんとの空」というＤＶＤを鑑賞した。 

他者の立場を自分のものとして考え、理解していくことが大切であると気づかせ

る内容であった。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

午後の音楽会 

～オカリナ・ピアノ・語りのハートフルコンサート～  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   午後のひとときを、オカリナとピアノの生演奏や語り部によるお

話で心豊かな時を過ごしてもらう。 

○ 期 間  令和２年１月２６日（日） 

○ 時 間  午後２時～３時３０分（計１．５時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の方・８０人 

○ 参 加 者  ５９人 

○ 講   師  オカリナ奏者：鈴木恵美、遠藤紗貴子 

ピアノ演奏 ：今村幸枝  語り：臼杵英恵 

○ 事 業 内 容  オカリナとピアノによる名曲の数々を演奏  

オカリナの調べに乗って、語り部が昔話を朗読 

○ ま と め 

今年の「午後の音楽会」は、例年と趣向を変えて、生演奏と演奏に語りを交える

新たな試みを取り入れた。思いとは裏腹に、申し込み受付を開始してもあまり申込

みがなく、集客に苦労した。いろいろチラシも配ったが集まらなかった。 

開催時期にも原因があったのか、１月はいろいろな行事と重なり、何人もの方に

断られた。今後は開催時期も検討していきたい。 

当日は天候も心配されたが、雨もやみ陽も差して、いい日和となった。 

あまり馴染みのないオカリナではあるが、きれいな音色とピアノの美しいハーモ

ニーが、来場者を癒してくれたようだ。語りもとても好評だった。 

大小オカリナの聞き比べや手拍子・歌・手話の来場者参加もあり、一緒に楽しめ

る音楽会になり良かったと思う。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バレンタイン親子お菓子作り講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨     小学生の親子を対象に、チョコレートを使ってバレンタイン用の 

お菓子を作る  

○ 期 間  令和２年２月１日（土） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住の小学生とその保護者８組 

○ 参 加 者  １２人 

○ 参  加  費  材料費１,０００円 

○ 講    師  管理栄養士 鈴木 香    

○ 事 業 内 容  親子で楽しくバレンタイン用のチョコレートカップケーキを作る 

○ ま と め 

  この講座はバレンタイン DAY に向けて、親子でお菓子作りを楽しんでもらおうと 

企画した。募集が年始めの忙しい時期であったことや、仕事をかかえ毎日忙しい保

護者の方が多くなったことも影響してか、定員８組がなかなかうまらなかった。 

現代社会の現状とも言えるのか、親子参加型の講座が難しくなってきたように思

う。 

 講師の了解を得て、募集対象を拡げ大人一人の参加も可能とした。ようやく定員

となり開催の運びとなった。 

 当日は１組の欠席があったが、講師のデモンストレーション後、みんなで和やか

にチョコレートのカップケーキを作った。 

 焼きあがった大２個、小５個にラッピングをして、可愛いバレンタイン用カップ

ケーキが完成した。みんなで楽しく試食する。見た目も可愛く、美味しいと大変好

評であった。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいサロン～わらべうたであそぼう～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   季節のわらべうたや、手遊び、絵本などを親子で楽しみ、親子の

ふれあいや子ども達の情緒を育む機会とする。 

○ 期    間  原則第１火曜日 

平成３１年４月２日～令和２年２月４日（計９回） 

○ 時    間  午前１１時～１１時４０分（計６時間) 

○ 対    象  市内在住の乳幼児と保護者 

○ 参  加  者  延べ参加者 １９５人 

○ 講    師  おはなしカスタネット 

○ 事 業 内 容    

回 月 日（曜日） 人数         内   容 

１ ４月２日（火） １８人 ○  

○  

○  

○  季節のわらべうた、手遊び、絵本の読み

聞かせ、手袋人形、パネルシアター等 

 

２ ５月７日（火） １２人 

３ ６月４日（火） １８人 

４ ７月２日（火） １８人 

５ ９月３日（火） １５人 

６ １０月１日（火） ３１人 

７ １１月５日（火） ３０人 

８ １２月３日（火） ３１人 

９ ２月４日（火） ２２人 

○ ま と め  

最近は童歌を知らない子ども達が増えている現状を憂慮し、日本や世界の童歌の

良さを知ってもらいながら、乳幼児と保護者が地域交流をする場を設けることを目

的として、地域の社会教育団体「おはなしカスタネット」と連携して昨年度から実

施している。 

参加者は乳児から２才位までの小さな子どもが多いが、講師がわらべうたを織り

交ぜながら、手袋人形や手遊び、パネルシアター、絵本の読み聞かせ等、飽きさせ

ない工夫をしてくださったので最後まで楽しく参加している様子が見られた。毎回、

最後に乳幼児にお勧めの絵本の紹介もあり、家庭での読み聞かせの普及にもつなが

っている。 

リピーターも増えてきていたので、３月の最終回が新型コロナウィルスの感染拡

大防止のため中止となり大変残念だった。好評につき、来年度も引き続き開催する

こととなった。 

   －２１－㉖ 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいサロン 

～囲碁・将棋を楽しむ会～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   子どもから大人まで、将棋・囲碁を楽しみたい方が、自由に地域

交流する場所として開催する。 

○ 期    間  原則第２土曜日※１１月のみ第３土曜日 

令和元年５月１１日～令和２年１月１１日 （計８回） 

○ 時    間  午後１時～３時（計１６時間) 

○ 対    象  市内在住・在勤の方 

○ 参  加  者  ２７人 延べ参加者 ７３人 

○ 講    師  ボランティア指導員 

○ 事 業 内 容  囲碁・将棋の自由対局、初心者へのルール説明、指導 

○ ま と め  

使用されていなかった館の備品の囲碁・将棋盤の道具を活用し、囲碁・将棋の普

及、地域交流、世代間交流を目的として昨年度から開催している。昨年度に引き続

き、地域ボランティア指導員に初心者に対する競技の説明や指導をお願いした。 

対局を楽しみに来る方、囲碁や将棋を習いたい初心者の方等、毎回７～１２名の

参加があった。また、夏休みには小学生等の子ど

も達の参加もあり賑やかだった。しかし、講座を

開設した当初は幅広い世代の地域の方々がお互い

に教えあったりしながら、自由に対局を楽しんで

もらえる場になればと考えていたが、対局はいき

いき広場や老人福祉センター等に行く方が多く、

参加人数が伸びなかった。また、１０月は台風の

ため、３月は新型コロナウィルスの感染拡大防止

のため中止となり大変残念であった。ボランティ

ア指導者の方には大変丁寧に指導していただいて

おり、常連の方もいるので悩んだが、来年度は現

在の当日参加形式を一旦終了し、申込み制の講座を実施してから次につなげていき

たいと思う。ただし、気軽に囲碁・将棋を楽しんでもらうために道具の貸出は継続

していきたいと思う。  
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいサロン  

～簡単にできる！楽しい手芸講座～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   自由に地域交流する場を設けることを目的とした「ふれあいサロ

ン」で、手芸を通した交流を楽しむ機会とする。 

○ 期 間  令和元年６月２７日（木） 

○ 時 間  午前１０時～正午（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の方 １２人 

○ 参 加 者  １１人 

○ 参 加 費  ２００円（材料費） 

○ 講 師  手芸講師 土屋 ふさ子 

○ 事 業 内 容  フェルト生地のストラップとブローチ作り 

○ ま と め 

  手芸の楽しさを知りながら、地域交流できる場として開催した。 

  １００円ショップで購入できる手軽な材料を使用して、初心者でも作れるフェルト

の動物・果物のストラップやブローチ作りを行った。 

  手芸がまったく初めての方も数人いたが、講師がストラップ用のフェルト生地の裁

断や、ブローチ等の型紙の用意等の事前準備を入念にしてくださったので、全員時間

内に２種類ずつ完成することができた。 

  参加者同士の会話もはずみ、楽しい雰囲気の中で地域交流もできたようだった。 

「また開催してほしい」という声が多く聞かれた。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ふれあいサロン 

～折り紙で楽しく作る七夕飾り～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   自由に地域交流する場を設けることを目的とした「ふれあいサロ

ン」で、地域の社会教育団体と連携し、子どもから大人まで楽しめ

る折り紙で七夕飾りを作り、伝統行事を親しむ機会とする。 

○ 期    間  令和元年６月２９日（土） 

○ 時    間  午前１０時～１１時３０分（１．５時間)  

○ 対    象  市内在住・在勤の方 ２０人 

○ 参  加  者  ３６人 

○ 講    師  おり紙の会 

○ 事 業 内 容  折り紙で七夕飾りを作り、笹に飾る。 

   

○ ま と め  

昨年度に引き続き、当館で活躍している「おり紙の会」に講師をお願いし、地域

交流を行いながら伝統行事に親しむことを目的として、折り紙の七夕飾り作りを行

った。 

最初に織り姫と彦星を作った後に、次に作りたい物を子ども達にリクエストして

もらい、提灯を作った。 

幼児や小学校低学年の子どもを含むファミリーでの参加が多かったが、「おり紙の

会」の講師の本多秀子先生とメンバーの方が、大変丁寧に教えてくださったので、

全員個性的な七夕飾りを作り上げることができた。 

今回も同じテーブル同士で会話がはずんでいる様子も見られた。最後に笹をプレ

ゼントすると、子ども達は嬉しそうに持って帰った。 

最近は日本の伝統行事に触れる機会が少なくなっているので、伝統行事に親しむ

事業を地域社会教育団体と連携しながら今後も実施していきたい。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

シニア向け  

初心者のためのスマホ講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   シニア向けに、インターネット社会で、コミュニケーションを図

るためのきっかけとして、スマホの基本操作、インターネット活用

方法等を学ぶ。 

○ 期 間  令和元年５月２２日（水） 

○ 時 間  午後２時～４時（計２時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の６０才以上の方 １６人 

○ 参 加 者  １４人 

○ 講 師  ＫＤＤＩ（株）認定講師 

○ 事 業 内 容   基本操作、電話や文字の入力機能、インターネット活用、カメラ 

       の使用方法、アプリの紹介、安心・安全に使うためのポイント    

○ ま と め 

  例年好評であるシニア向けのスマホ講座を、今年度もＫＤＤＩ（株）社会貢献事業

｢スマホ・ケータイ安全教室｣から講師派遣及びスマホの貸出をしてもらい開催した。 

  今回も参加者募集開始から３０分で定員満了となり、その後も問合せが続き、関心

の高さが伺えた。今回の参加者の年齢層は６０代が３人、７０代が１１人だった。以

前は６０代も多かったが、最近は７０代から８０代の申込みが増えている。 

｢スマホに買い換えたが操作が難しくて、結局電話とメール機能しか使っていない｣

という方が多かった。 

インターネット検索やカメラ機能等、生活に役立つ便利な機能について、実際に１

人１台スマホを操作しながら学んだので好評だった。特にアプリの活用やセキュリテ

ィに関することについては熱心な質問が出ていた。 

スマホ操作を学ぶ機会を増やして欲しいという声が多いので、今後も開催していき

たい。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

シニア向け もっと使おう！楽しいスマホ講座 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   シニア世代のＩＣＴの効果的活用の向上を目的として、スマート

フォン（アイフォン）の暮らしに役立つ機能を学ぶ。また、コミュ

ニケーションツールを活用し、地域ネットワークを広げる。 

○ 期 間  令和元年９月５日～１０月３日までの毎週木曜日（計５回） 

○ 時 間  午後２時～４時（計１０時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の６０歳以上の方 １６人 

○ 参 加 者  １６人  参加延べ人数 ７１人 

○ 講 師  ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ世田谷代表理事 山根 明 

        シニアＩＴアドバイザー 佐藤 弥子 

○ 事 業 内 容 

回 月 日（曜日） 内       容 

１ ９月 ５日（木） 各 部 の 名 称 と 基 本 操 作 、 音 声 検 索 、 S i r i と 話 そ う ! 

２ ９月１２日（木） 写 真 ・ 動 画 を 撮 っ て み よ う ! 写 真 の 削 除 も 学 ぼ う ! 

３ ９月１９日（木） い ろ い ろ な 情 報 検 索 と 乗 換 案 内 を 使 お う ! 

４ ９月２６日（木） Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 楽 し も う ！ ス タ ン プ も 送 ろ う ！ 

５ １０月３日（木） 緊 急 Ｓ Ｏ Ｓ 、 防 災 と 大 切 な セ キ ュ リ テ ィ に つ い て 

○ ま と め 

 以前からシニア向けのスマホ講座は単発で開催していたが、「スマホを持っているが、

限られた機能しか使っていない。もっと色々な機能を学べる講座を開催してほしい」と

いう声が多く寄せられていたので、今年度はラインやアプリ等の活用を含む５回連続の

講座を開催した。申し込み１５分ほどで定員満了となり、その後も問合せが相次ぎ、需

要の多さを感じられた。講師の方に丁寧に一人ずつ対応していただいたので、「色々と

知らない事を学べて良かった」という感想が多かった。今後も多くのニーズが見込ま 

れるため、地域で気軽に参加できるシニア世代対象ＩＣＴ関連講座が必要だと思う。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

シニア向け  

パソコン講座～楽しいＷｏｒｄ活用法～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   ６０才以上のシニアを対象に、ワードアートや写真、イラストの

加工法などを学び、美しいデザインのポスターや葉書を作成する。 

○ 期 間  令和元年１０月９日（水） 

○ 時 間  午後１時３０分～４時３０分（計３時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住・在勤の６０才以上の方 １０人 

○ 参 加 者  １０人 

○ 講 師  パソコン指導者ボランティアサークル・パソボラいるか 

○ 事 業 内 容   ワードアート、写真・イラストの加工法等、Word の活用方法を   

学ぶ。 

○ ま と め 

中央公民館をはじめ、市内各地にてボランティア指導を実施している「パソボラい

るか」に講師をお願いした。テキストも講師に作成していただいた物を使用し、当日

はメイン講師の他にもパソボラいるかのメンバーの方が４名アシスタントにつき、分

からない時はすぐに対応していただいたので、全員最後まで修了することができた。  

今回受講した方は頻繁にパソコンを使用している方が多く、講座の申し込みも定員

の２倍あったことから、シニアを対象にしたパソコンの応用的な内容については依然

として需要があることが分かった。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

年の輪学級２０１９ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〈西堀・新堀コミュニティセンター〉 

○ 開 設 の 趣 旨   熟年時代を迎えたみなさんが、地域交流によって、人生をさらに

充実させるための場を設ける。 

○ 期 間  令和元年１０月３１日～１１月２８日までの毎週木曜日 

（計５回）※公開講座「年の輪寄席」は２２頁に掲載 

○ 時 間  １回目 午後２時～３時３０分、２・５回目 午後１時３０分～ 

３時３０分、３回目 午後１時３０分～３時、館外学習は午前８時 

３０分～１６時３０分（計１５時間） 

○ 対 象 ・ 定 員  市内在住又は在勤の６０才以上の方 ４０人 

○ 参 加 費  館外学習は実費負担 ちぎり絵材料費 ８００円 

○ 参 加 者  ４３人  参加延べ人数 １５６人 

○ 事 業 内 容 

回 月 日（曜日） 内    容 講     師 

１ １０月３１日（木） 

ピアノとウクレレのプチ・コンサ

ート～懐かしの曲を聴いてみよ

う♪歌ってみよう♪～ 

サロン・ド・ムジカ新座 

ピアノ:大森 美佐子 

ウクレレ:山之井 正明 

他 

２ １１月 ７日（木） 法台寺と増上寺について 
大平山法台寺長老 

 岩崎 信丈 

３ １１月１４日（木） 
無声ニュース映画でみる東京と

青年・昭和天皇と秩父宮 

元電通クリエィティブデ

ィレクター 

斉藤 翔三 

４ １１月２１日（木） 
【館外学習】 

芝・増上寺周辺歴史散歩 

ＮＰＯ法人東京シティガ

イドクラブ 

５ １１月２８日（木） 和紙・ちぎり絵の茜富士作り 
サークル講師 

山本 政子 

○ ま と め 

 毎年、シニアの方の生きがいやネットワークづくりを目的に開催しているが、今年度

は加えて地域社会教育団体及び地域ボランティアとの連携、郷土の歴史についての理

解・関心向上、例年参加の少ない男性の参加促進を目的に開催した。今回は座学が多か

ったので、次回は参加者が積極的に運営に参加できる内容を多くしていきたい。 
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